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論文内容要旨

緒論

 昆虫の脂肪体は網状葉をなし,直接体液に接している。脱皮や変態の際には,“明らかな形態的変

 化を生ずるが,この変化は脂肪体のリピッ醜グリコーゲン,たんぱく質の貯蔵,分泌などのはげ

 しい物質代謝と関連して行なわれる。つまり昆虫の脂肪体は単なる貯蔵器官,とくに脂肪の,では

 なく機能的にはむしろ哺乳動物の肝織に近いと考えられている。

 カイコやシ。ウジ。ウバエでは,蠕期にこの脂肪体にかっ色系眼色の前駆物質が存在することが

 移植実験からたしかめられている。

 著者はシ。ウジ。ウバエ脂肪体でナイル青に生体染色される顆粒が蛹化蔭前に出現し,やがて体

 液に分泌されていくことをみた。

 しかも,この顆粒の出現量には儲種闘でちがいがみられ,この可視的な動きと眼色との闘には密

 接な関係があることが推定された。

 従って,ナイル青顆粒の性状とその形成要因及びこの顆粒の変態の際における役割については遺

 伝形質発現機構を知るためにぜひ解明されなければならない点である。本研究はショウジョウバエ

 脂肪体に串現するナイル青顆粒の形成と機能,とくにかっ色系眼色との関係を明らかにする目的で

 行なわれたものである。

 1脂肪体ナイル青顆粒の性状と行動

 クロショウジ・ウバエ成熟幼虫の脂肪体細胞にナイル翫ヤヌス緑フ中性赤・トルイヂン青,チ

 オニンなどの塩基性色素の稀薄溶液(0・05%)によって生体染色される顆粒一ナイル脊顆粒一

 が蠣殻形成の5時間前に出現しはじめることを見出した。この顆粒は蝋殻形成の3時間前にはほと

 んどすべての脂肪体細胞に見出されフその出現量はピークに達する。やがてフ蠕殻形成後2～3時

 間頃から次第に減少する。この顆粒の消失に伴い,細胞壁又は細胞間隙にこの顆粒と同様の染色性

 を示す物質が集合しているのがみられ踊期にはみられなくなる。また,この細胞間物質が直接に体

 液に接している橡もみられる。これらのことから・ナイル青顆粒は細胞關隙に分泌され,蛹化の過

 程で体液に放出されていくものと推定される。またセ・イヂンでおおわれた固定標本ではフBauer-

 Feulgen反応陽性の顆粒と細胞間物質がみられ,生体染色の際にみられたナイル青顆粒と同様な性

 状と行動を示す。クロム酸の前処理をしないか又はセ・イヂンでおおわない固定標本ではBaucr一

 驚ulgen反応陰性である。従って,ナイル青顆粒は多糖類を含む物質の一種であると考えられる。

 丑ナイル青顆粒形成と蛹化刺激との関連

 ハエの幼虫が臨界期以前に結紮きれると環状腺を含む部分は蝋化し,含まぬ部分は幼虫のままの

 部分蝋となり,臨界期以后に結紮すると爾部分ともに蝋化した金蠕となる(Fracnke11935,

 紅
“
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 Bodensむein1937)o著者はクロショウジ.ウバエの成熟幼虫を絹糸で結紮することにより,部分蠕に

 おいては幼虫部にくらべて蛹化部位に㎎らかに多くの脂肪体ナイル青顆粒が形成きれており,全踊

 では結紮の両部位の間にこのようならがいがほとんどみられないことを見出した。従ってナイル青

 顆粒が蛹化薩前に出現するのはフ蛹化刺激によってひき起されると結論することができる。

 皿ナイル青顆粒の出現量とかっ色系眼色との関係

 キイロショウジョウバエの前蠣脂肪体ナイル青顆粒には品種間でらがいがみられる。すなわらフ

 この顆粒の相対出現量の高い品種はフ野生型Oregon,Toyokawa.突然変異体おar({)フBar-

 black(L豆),Whiもe(1),brown(且)フeyelcss(WL辞1・1位の相対出現量の蒲種は,突然変異体

 vermllion(1)フcinnabar(H)フscarlet(羅),eosin(1)フapricot(1)コ更に,出現量の低い品種は突

 然変異体Muller-5(L逆位)であった。顆粒の出現量の高い品種はすべてかっ色系色素又はその

 前駆物質をつくることができるものであり,中位及び低い出現猛の品種はこの色素又はその前駆物

 質をつくることができぬものである。(Ephrussi母Cllevais1937)。このことはかっ色系色素

 とナイル青顆粒の出現量との欄には関係があるものと考えられる。また,このナイル青顆粒の相対

 串現量の贔種間のらがいにもかかわらず,観察されたすべての品種において蠣殻形成直前にこの顆

 粒が出現する。従って,これらのキイロショウジョウバエの各磁極においてもク・ショウジョウバ

 エ同様にこの顆粒形成は蛹化刺激によってひき起きれると推定きれる。

 もし,ナイル青顆粒と眼色が直接に関連をもつならば,実験的に顆粒を増加させることによって,

 1司時に眼色の発現をともなうことが期待される。無色眼の突然変異体vbw,cnbw,s七bw幼虫に夫

 夫野生型Oregon,突然変異体鋤bw,c面wンvbwの磨砕蠕を径口的に投与すると,Oregon婦は

 vbw,cnbw,sむbw幼幽の脂肪体ナイル青顆粒の相対鐙を増加させ野生型のそれに近づけ,同様に

 sむbw蝋は。崩wンvbw幼虫のナイル青顆粒を増加きせ,そして7cllbw蝋はvbw幼虫の顆粒を増加

 させる。これらのナイル青顆粒の増加はvbw,cnbW幼虫を実験動物としたときにはつねにその成虫

 眼色のかっ色化をともなっていた。一方ンOregop蝋はs施w幼虫の顆粒を増加させるにもかかわら

 ず,その成虫の眼色に対して効果を全くもたなかった。このことはS七の眼の成虫原基はかっ色々

 素又はその前駆物質を含む宿主に移植されても眼色については自律的にふるまうというBeadleと

 甥phrussiの結果から判断すればフききにのべた著者の考えに矛盾しない。

 ナイル青顆粒の出現鍬の高い品種はすべてかっ色系色素又はその前駆物質を含んでいるので上記

 の実験と同様に,野生型Orc即n,Toyokawa,突然変異体B&r,brownンwhiむeの顆粒の出現賃!の

 高い品種の磨砕蠕を無色眼cnbw幼虫に径臼的に投与するとW駈七eをのぞくすべての黒種は実験動

 物の顆粒を増加させ,しかもフ同時に眼色を発現きせた。

 このことはン顆粒の増加と眼色の発現は密接な関係をもっているという見解を支持するとともに,

 whi捻のみは顆粒及び眼色について特異な物質をもつものであると推論される。
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 Wナイル青顆粒の相対量の遺伝的伝達機構

 前章で,ナイル青顆粒と眼色との関係を示したがフ両者の間には遺伝的にも同様な事実がみられ

 なければならない。

 顆粒の出現量の高い赤かっ色眼のOrcgonと顆粒の出現量の中位の赤橙色眼cinnaber又は

 scarletとの交配において,そのF1は正逆交配ともに高い顆粒の繊現量を示し,赤かっ色眼の野

 生型となる。顆粒の出現墨が中位の赤燈色眼のcinnaberとscarletの交配ではフそのF1は正通交

、

 配ともにすべて顆粒の出現量は高く,赤かっ色眼となる。更にOregon♀と顆粒の中位の赤橙色眼

 vermilion♂のと交配では,そのF}はすべて顆粒の出現量は高くフ赤かっ亀腹となる。その逆交

 配では,娘は顆粒の繊彙は高くフ赤かっ色眼であるがン息子は顆粒の出現量は中位であり,赤燈色

 眼である。同様な結果がcinnabarとvermllion及びOregonと顆粒の出現鑓の低い,杏色眼

 Muller-5との交配においてもみられた。この交配実験においても又フナイル青顆粒の増加と表現

 型における眼色はいつも平行していた。従ってフ顆粒の出現盤はvermllionフclnnabar,scarleも

 Mu11er-5の眼色を支配する遺伝子に連鎖して遺伝的に伝達されていくものと結論きれる。

 結果は次のように要約きれる。

 1)シ・ウジ・ウバエ脂肪体に蛹化直前に出現するナイル青顆粒は・蛹化の過程で体液に分泌され

 る。この顆粒は多糖類を含む物質の一種と考えられる。

 2)ナイル青顆粒の出現量は贔種間でちがいがみられ・寓い出現量の品種はすべてかっ色系眼色に

 関する物質を含むものである。

 3)磨砕蠣の径口的投与によるナイル青顆粒の増加はつねに眼色の発現をともなう。

 4)ナイル青顆粒の高い出現量の最種はンwhiteをのぞき,顆粒形成と眼色発現の有効物質を飢

 でいる。

 5)ナイル青顆粒形成は蛹化刺激によりひき起こされる。

 6)ナイル青顆粒の相対出現量はvermilionフcinnabaらscarletMuller-5のように眼色に関

 する多くの遺伝子により支配きれている。

 これらの結果から脂肪体ナイル青顆粒は,眼色の発現に先立ら出現砺眼色と密接な関係がある

 ので・眼色発現と颪接の関係をもつものであると考えられる。
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 論文審査結果の要旨

 八木静夫提出の学位論文は,シ。ウジ。ウバエ脂肪体ナイル青頼粒形成と眼色発現に関する研究

 と題する論文1篇で・内容は4章から成る。

 シ。ウジ。ウバエの眼色発現の機構については多くの生化学的研究があってほぼ定説に達してい

 るが,眼色発現にあづかる前駆物質の形態学的研究は甚だ少い。

 八木は,昆虫の脂肪体がただ脂肪を貯えるだけでなく,哺乳類の肝臓に近い機能をもっことに着

 目してフ変体のときの形態学的研究を行った。ク・ショウジ。ウバエおよびキィロショウジョウバ

 エの蝋皮形成の3時間前に,脂肪体の中に多数のナイル青など塩基性染料で染色される顆粒があら

 われ,これはやがて体液中に分泌されて蠕皮形成後消失することをみた。このことは脂肪体が,1

 種の内分泌器官のようなはたらきをすることを明らかにしたものである。この分泌される物質は細

 胞化学的な観察から・多糖類を含むものと推定している。

 このナイル青で染色きれる顆粒は,幼虫を糸でしばって,部分的な蛹化をおこきせた実験から,

 蛹化刺激によって引き起されることを明らかにした。ナイル青顆粒の相対串現量とシ。ウジ。ウバ

 エの眼色の異る品種との関係をみるとフ野生型およびBaらBar-blackフwhiむe,brownフ

 eyelessは出現量が最も高くンvermi1呈。砺cinnabar,scarleちeosin,aprico七1ま中位でフ

 Muller-5は長も低い。このことはフ実験に用いた品種間でwhi七eを除いてはフ眼色が赤褐色のも

 のがナイル青顆粒を最も多く生産することが朋らかになり,その眼色との関連が密接であることを

 明らかにした。又,ナイル青顆粒生産量の少い品種は,これに生産量の多い品種を食わせると生産

 量が増加することを多くの実験によって確めている。そして摂食によって顆粒の生産量が増加した

 場合は,眼色は例外なく赤褐色にかたむくことを明らかにし,ナイル青顆粒が眼色発現と密接な関

 係のあるという見解を支持する結果を得ている。

 更に眼色の野生型および眼色のうすい品種との多数の交配実験では,ナイル青顆粒の出現量は眼

 色の遺伝と全く一致した。即ら,常染色体に眼色の劣性遺伝子をもつ贔種と野生型の贔種との交配

 では,その一代雑種は眼色は野生型となり,ナイル青顆粒も増加する。また性染色体に眼色の劣性

 遺伝子をもつ品種と野生型との交配では,眼色もナイル青顆粒の出現量も例外なく伴性遺伝の形式

 をとる。このことは,眼色を支配する遺伝子によって顆粒串現量が遺伝的に伝達きれることを示す。

 これらの結果から,脂肪体ナイル青顆粒は眼色の発現に先立って出現し,眼色発現と直接の関係

 を持つものと結論している。

 八木静夫の研究は広汎な実験によって,眼色発現と幼虫の脂肪体の構造との関係を朋らかにし,

 発生遺伝学に大きな貢献をしたと共に,将来の生化学的研究への形態学的よりどころをあたえたも

 のである。

 参考論文4篇は本論文の根拠となった実験を含むもので,いずれも発表ずみである。

 よって審査員一周は,八木静夫の論文を理学博士の論文として合格と認めた。
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